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昨今の少子化や教員の働き方改革、競技環境の変化によって、部活動単位チームだけでなく、クラブチーム

の活動が県内でも年々増えてきている状況であります。年度当初に U15 部会に所属するクラブチームに係る

共通理解を図るため、次の項目についてご確認のほどよろしくお願いします。 

 

１．体制管理（ガバナンス）の確立について 

 ①JBA登録について 

  ・チーム登録については、全チーム必要であり、登録時期は５月末までとする。 

    ※年度途中の登録も可能ですが、大会等（U15選手権や U15県リーグ等）への出場要件を満たすこと

ができない場合があります。 

・個人登録については、大会等（U15選手権や U15県リーグ等）への参加する場合は、各チームでの登録

が必要となる。ただし、練習等のみの活動を行う選手はその限りではない。 

  ※個人登録をする際は、「代理登録委任状」で登録の意思を確認する。詳しくは、別紙「U15JBA登録

について」を参照する。 

※大会等（U15選手権や U15県リーグ等）への出場要件については、それぞれの大会要項を参照する。 

②チームスタッフにおける所有ライセンス（コーチ・審判）について 

 ・両ライセンスともに、Ｄ級以上とし、可能な限りＣ級以上を努力目標とする。 

ただし、新規に登録するチームに関しては、初年度はＥ級以上、次年度以降はＤ級以上とする。 

※昨(2022-21)年度から登録があるチームについても、本(2022-23)年度を初年度とする。 

※大会等（U15選手権や U15県リーグ等）への参加の有無に関わらず必須とする。 

※Ｅ級はｅラーニングで取得可能となっていますので、ライセンス所有のないチームは、登録時期

（５月末）まで取得ください。また、Ｄ級以上は、各講習会への参加が必要となりますので、計画

的な取得を進めてください。 

★本年度（４月現在）でのライセンスがＥ級の方は、次年度の登録を行う場合は、今年度中のＤ級取

得が必要となります。 

③チームスタッフ（指導者）数について 

・各チームスタッフは２人以上とする。また、所有ライセンスについては、最低１名以上とするが、可能

な限り全スタッフが所有することを努力目標とする。 

・指導者１人あたりの指導する選手数は、１５人程度内とする。 

（例） 選手が２５人いる場合は、指導者は２名以上とする。 

④育成マインドへの共通理解 

・インティグリティ 

⇒ JBA「クリーンバスケット、クリーン・ザ・ゲーム ～暴力暴言根絶～」 

※試合中だけでなく、普段の活動中も徹底。 

・マンツーマンディフェンスへの共通理解。 

・選手の育成（強化）については、高い目標をもち、それぞれ努めていただきたいが、対象選手が、U12

～U15であることを踏まえ、強化のみに偏らないことへの配慮も忘れない。 

※「燃え尽き症候群(バーンアウト)」への配慮も含む。 

・生徒指導面での配慮。 

（例） U15部会での活動であることを考慮し、部活動チームに準ずる指導をお願いします。 

・チームスタッフ（指導者）の方の言動、派手な服装、頭髪、ピアス、ネックレス等 

⇒ 選手は、育成世代(思春期)であり、様々なことに興味・関心があり、些細なことにも影響を受け

ることを考慮して参加していだきたい。 

※公式戦での服装(半ズボン、サンダルなども含める) 



⑤大会等（U15選手権や U15県リーグ等）への出場要件の設置について 

・県内での活動実績がない、継続的な活動・安定的な大会運営協力が期待できない、クラブチームは、大

会等には参加できません。ただし、新規に登録するチームに関しては、各事務局と相談の上、参加の是

非を決定する。 

（例） 活動期間  前年度の活動実績がある、年間を通じて活動がある、〇カ月以上の活動がある

など継続的な活動を行えるクラブ運営ができている。 

活動回数  週１回（月４回）以上、５日以内／週、１日３時間以内（試合の場合はこの限りでない） 

                     また、部活動チームとクラブチーム等、複数のチームで活動している場合はこ

の限りではない。 

そ の 他  部活動チームとの連携が図れる。 

育成マインドを鑑みた配慮ができる。 など 

 

２．連携体制の確立について 

①U15クラブチーム部会議の実施 ※オンライン(ZOOM)による開催も可能。 

・年１回以上 U15クラブチーム部会議を行い、U15部会、クラブチーム部会内の共通理解を図る。 

・各チームの責任者は必ず参加する。 

・各チームの責任者から、U15クラブチーム部会長を１名選出し、拡大専門部会に参加する。 

※拡大専門部会は、例年３月最終週の土曜午前に開催しています。 

②クラブチームが参加する大会等の企画・運営 

・クラブバスケットボールゲームスの事務局（企画・運営） ※クラブから２名 

・U15クラブ選手権(仮称)の事務局（企画・運営） ※クラブから２名 

・U15選手権（ジュニアウインターカップ）の事務局（企画・運営） ※中体連、クラブ、B ﾕｰｽから２名 

・U15県会長杯リーグの事務局（企画・運営） ※中体連、クラブ、Ｂユースから２名 

③育成センター(ＤＣ)活動への協力 

・ＤＣの日（ＤＣの活動がある日）は、優先的に選手をＤＣ活動に参加させる。 

・ＤＣスタッフ（指導者）としての参加。 

⇒ 育成世代で必要な指導内容を学ぶ機会にもなります。また、希望者は、U15部会長(平田)又は U14

育成マネージャー(五十里)にお声掛けください。 

④情報共有の方法 

・TeamJBAに登録のメールアドレスを通じて連絡するため、定期的な確認を行う。 

・富山県バスケットボール協会のホームページを定期的に確認する。 

★大会（U15選手権や U15県リーグ等）の案内等は、県協会ホームページで案内します。 

 

３．ＤＣ応援 Tシャツ購入協力のお願い（任意） 

・収益の一部は、ＤＣ活動以外にも U15部会の様々な活動補填に使用させていただいています。 

  ※U15選手権の運営費補填、U15クラブ選手権(仮称)の運営費補填 等 

※例年はＴシャツ１，６００円、ロングＴシャツ１，８００円で販売しています。 


